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匝I REPORT 60周年病院祭開催

2024年 11月 10日、みよし市民病院の60周年病院祭を開催し、

約2500名の皆さんにご来場いただきました。

ステージイベントや医療体験を通じ、

病院の役割を身近に感じていただく機会となりました。

ご来場いただいた皆さんに心より感謝申し上げます。

蓼 卜

病院祭開催レポートは、ホームページ掲載の

BLOG〈やわたやまの日記)でご紹介しています。
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高精度の検査で

市民の健康を支える。 Φ乳点此戸厨源肝
〒470-0224愛 知県みよし市三好町八和田山15番地
下EL 0561‐ 33‐3300
https:〃 www.hospital‐ miyoshijp/
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みよし市民病院の理念  みよし市を愛し、みよし市民の健康に寄与することを誓います。

思いや
')と
、心のふれあいを大切にした医療を行います。

常に医療の進歩に目を向け、質の向上に努めます。

市民の皆さんに信頼される医療を行います。
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基本方針

デユ す

一彊

□ 患者さんの尊厳を重視し、公正な医療を行います。

□ 地域医療の向上を目指し、保健・福祉との連携を図
')ま
す。
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みよし市民病院からの最新TOPICSや

病気の基礎知識・検査・ケアに関する

ちらから
情報などをお届けします。

ぜひご覧ください。
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19みよし市民お
碗

7称軍雪症与′

病院広報WEBマガジン

ご自由に

お持ち

ください

知ろう  診療放射線技師特集
Φ乳点此戸原源肝 |
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高精度の検査で

市民の健康を支える。
診療放射線技師特集

病気の早期発見こそ私たちの使命。

高い志をもつて検査に取り組む診療放射線技師たち。
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繊
細
な
技
術
が
求
め
ら
れ
る

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
。

昨
年
の
晩
秋
、
み
よ
し
市
民
病
院
・放
射
線
技

術
課
に
つ
れ
し
い
知
ら
せ
が
届
い
た
。
放
射
線
技

師
の
吉
田
美
香
が
、
了
ノ
モ
グ
ラ
フ
ィ
画
像
の
コ
ノ

テ
ス
ト
（第
３４
回
日
本
乳
癌
検
診
学
会
学
術
総

会
企
画

マ
ノヽ
モ
グ
ラ
フ
ィ
ポ
ジ
シ
ョ

ラ
グ
コ
ン

テ
ス
ト
）
で
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
と
け
つ
知
ら
せ

だ
っ
た
。
ウ」
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
の

撮
影
技
術
向
上
を
目
的
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い

る
も
の
で
、
古
同
精
度
の
撮
影
に
欠
か
せ
な
い
ポ
ジ

シ
ョ
ラ
グ
（乳
房
の
向
き
や
位
置
を
調
整
す
る

こ
と
）
の
技
術
を
評
価
す
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ

て
い
る
。
吉
田
に
話
を
聞
い
た
。
「も
と
も
と
放
射

線
技
術
課
で
は
、
〈マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
診
施
設
・

画
像
認
定
施
設
（
※
し
の
取
得
を
め
ざ
し
て
い

て
、
そ
の
過
程
で
自
分
た
ち
が
撮
影
し
た
画
像
に

つ
い
て
も
問
題
点
や
改
善
策
を
検
討
し
て
き
ま

し
た
。
そ
の
成
果
と
し
て
、
提
出
し
た
画
像
が
思

い
が
け
ず
表
彰
さ
れ
て
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
で

す
ね
。
仲
間
と
喜
び
を
分
か
ち
合
い
ま
し
た
」
。

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
は
乳
房
専
用
の
Ｘ
線
撮
影

で
、
複
数
の
方
向
か
ら
乳
房
を
板
で
圧
迫
し
、
薄

く
仲
ば
し
た
状
態
で
撮
影
す
る
。
と
く
に
む
ず
か

し
い
の
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
だ
ろ
う
か
。
「
了
ノ
モ
グ

ラ
フ
ィ
の
目
的
は
、
乳
が
ん
の
ご
く
早
期
に
生
じ

る
、
乳
腺
の
石
灰
化
（小
さ
な
力
を
ン
ウ
ム
の
沈

着
）
を
見
つ
け
る
こ
と
で
す
が
、
小
さ
く
淡
い
石

灰
化
を
見
逃
さ
な
い
た
め
に
、
や
は
リ
ポ
ジ
シ
ョ

一ラ
グ
の
高
い
技
術
が
問
わ
れ
ま
す
。
装
置
の
性

市
民
の
生
活
を
守
る
た
め
に

病
気
を
決
し
て
見
逃
さ
な
い
。

吉
田
が
入
職
し
た
の
は
１３
年
前
。
以
前
は
２

つ
の
施
設
で
勤
務
し
て
い
た
が
、
診
療
放
射
線
技

師
の
責
任
や
や
り
が
い
を
強
く
認
識
す
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
フ七
ｃ
に
来
て
か
ら
だ
と
け
つ
。
吉

田
の
意
識
を
変
化
さ
せ
た
要
因
は
何
だ
ろ
う
か
。

「多
分
、
患
者
さ
ん
の
生
活
に
思
い
を
向
け
る
よ

う
に
な
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
当
院
は
市
民

の
健
康
や
生
活
を
守
る
と
ｒ
，
強
い
信
念
が
あ

り
、
そ
れ
が
院
内
の
ス
タ
ッ
フ
全
員
に
浸
透
し
て
い

ま
す
。
そ
う
し
た
環
境
に
身
を
置
く
こ
と
で
、
自

然
と
患
者
さ
ん

一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ
て
、
病

気
の
早
期
発
見
に
貢
献
し
た
い
と
思
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
」
釜
口
田
）
。

吉
田
が
話
す
よ
う
に
、
同
院
は
市
民
の
生
活
に

密
着
し
た
市
民
病
院
と
し
て
、
市
民
の
健
康
づ
く

り
を
支
え
て
い
る
。
高
度
な
急
性
期
医
療
に
特

化
し
た
大
き
な
病
院
で
は
な
い
し
、
外
来
機
能
だ

け
の
ク
リ
一ラ
ク
で
も
な
い
。
両
者
の
間
に
あ
る
医

療
機
関
と
し
て
、
昔
回
度
急
性
期
医
療
と
生
活
を

能
に
加
え
て
、
自
分
た
ち
の
腕
が
し
っ
か
り
し
て
い

な
い
と
い
い
画
像
を
撮
影
で
き
な
い
、
す
ご
く
繊

細
な
検
査
な
の
で
す
」
と
、
吉
田
は
説
明
す
る
。

了
ノ
モ
グ
ラ
フ
ィ
で
疑
い
が
見
つ
か
れ
ば
、
エ
コ
ー

検
査
や
細
胞
診
と
い
っ
た
精
密
検
査
で
、
乳
が
ん

か
ど
う
か
総
合
的
に
判
断
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
良

性
の
こ
と
も
あ
る
が
、
乳
が
ん
は
ご
く
初
期
に
見

つ
か
れ
ば
９０
％
以
上
完
治
す
る
病
気
で
も
あ
る
。

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
は
ま
さ
に
、
乳
が
ん
治
療
の
入
り

国
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
だ
。
吉
田
は
こ
の
了
ノ

モ
グ
ラ
フ
ィ
の
ほ
か
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
、
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、

エ
コ
ー
検
査
な
ど
を
幅
広
く
担
当
。
そ
れ
ぞ
れ
の

検
査
に
求
め
ら
れ
る
撮
影
技
術
を
磨
く
た
め
に
、

勉
強
会
や
講
演
会
、
学
会
に
も
積
極
的
に
足
を

運
ん
で
い
る
。
‘

※
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
乳
が
ん
検
診
精
度
管
理
申
央
機
構

が
、了
ノ
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
診
の
撮
影
装
置
や
写
真
、Ｘ
線
線

量
な
ど
を
評
価
し
て
認
定
し
て
い
る
。

」；
　
０
国
で
は
、
〈が
ん
検
診
の
受
診
率
６０
％

一製
　
以
上
〉
を
目
標
に
、
が
ん
検
診
を
推
進
し

朔
一　
て
い
る
。
し
か
し
、
全
国
平
均
の
乳
が
ん
検

弱
」

査
の
受
診
率
は
４７
・４
％
（
４０
～
６９
歳

【

・
，
　
２
０
２
２
年

中
過
去
２
年
間
）
に
と
ど
ま

ｆＦ

り
、
み
よ
し
市
の
受
診
率
は
さ
ら
に
低
い
と

主
　
言
わ
れ
て
い
る
。

●
乳
が
ん
は
早
期
に
発
見
で
き
れ
ば
１０
年

生
存
率
は
９０
％
以
上
で
、
ほ
と
ん
ど
の
人

は
完
治
が
望
め
る
。
み
よ
し
市
民
病
院
は

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
の
精
度
を
高
め
、
早

期
乳
が
ん
発
見
に
貢
献
し
て
い
る
。

繋
ぐ
役
割
を
担
う
。
た
と
え
ば
、
同
院
の
検
査
で

病
気
の
疑
い
が
見
つ
か
り
、
よ
り
専
門
的
な
治
療

が
必
要
と
判
断
さ
れ
れ
ば
、
速
や
か
に
高
度
急
性

期
病
院
へ
紹
介
さ
れ
る
。
そ
の
一
方
で
、
ク
リ
一ラ

ク
か
ら
患
者
の
紹
介
を
受
け
、
詳
し
い
画
像
検
査

や
診
断
を
行
う
こ
と
も
多
い
。
医
療
と
生
活
を

繋
ぐ
病
院
だ
か
ら
こ
そ
、
検
査
部
門
の
果
た
す

役
割
は
重
要
で
、
果
た
す
べ
き
責
任
も
ひ
と
き
わ

大
き
い
。
「当
院
で
は
、
私
た
ち
技
師
は
単
に
撮
影

す
る
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
画
像
を
見
て
何
か

緊
急
の
疾
患
が
疑
わ
れ
る
場
合
、
す
ぐ
主
治
医

に
連
絡
す
る
と
こ
ろ
ま
で
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
だ
け
大
き
な
責
任
を
感
じ
て
い
ま
す
」

と
吉
田
。
万
が

一
、
精
密
検
査
で
病
気
を
見
逃
す

こ
と
が
あ
っ
て
は
、
患
者
さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の
人
生

に
リ
ス
ク
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、

高
い
モ
チ
ベ
ー
シ
Ｆ
ノ
を
も
っ
て
、
医
師
も
診
療
放

射
線
技
師
も
日
々
の
検
査
・診
断
に
取
り
組
ん
で

い
る
の
だ
。
「
市
民
の
皆
さ
ん
に
〈市
民
病
院
で

早
め
に
検
査
し
て
、
本
当
に
良
か
っ
た
〉
と
思
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
も
検

査
技
術
を
磨
い
て
い
き
ま
す
」
と
吉
田
は
語
っ
た
。

市民の生活を守る病院に

おける検査の重要性。

0みよし市民病院は市民の生活

を守ると同時に、高度急性期病

院とクリニックを繋ぐゲードウェイ

(中継地 )の役割を担っている。こ

こで重大な病気が見つかれば、

高度急性期病院へ。逆に、クリ

ニックの依頼で、患者の検査・診

断を行うことも多い。

●同院がその役害」をしっかり果た

しているからこそ、市民は安心し

て地域医療ネットワークを活用で

きる。そして、その安心を担保して

いるのがハイレベルな検査部門

なのである。

リンクトタイアップ
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今回のテーマ

アルコールと
おなかの病気

飲みすぎると体にさまざまな

悪影響を及ぼすアルコール。

正しい付き合い方を学ぼう。(1

今回のテーマ

温泉療法医が語る
入浴について

入浴は健康維持に効果的。

正しく安全な方法で習慣化し、

より健康な毎日を。

ヘルスケア
01 02

両
F'

の

おはなし
|ヽゝ

お酒の飲みすぎが

引き起こすおなかの病気。

アルコールは肝臓で分解される際に

「アセトアルデヒド」という有害物質を

生成し、さまざまなくおなかの病気〉の原

因となります。体内の解毒を担う肝臓

は、アルコールの影響を特に受けやす

く、過剰な飲酒が続くと、脂肪肝からア

ルコール性肝炎、さらにはB干硬変や肝

がんへと進行するリスクが高ま
',ま
す。

膵臓もまた影響を受けやすく、過剰な

飲酒は膵炎や膵がんのリスクを高めま

す。さらに、飲酒によって消化管の粘膜

が傷つき、食道がんや大腸がんの発症

リスクも上昇します。特に赤ら顔になり

やすい人はアセトアルデヒドを分解しに

くく、がんのリスクがさらに高まるため注

意が必要です。

副院長・総合診療科内科部長・

消化器科

神部隆吉

早期発見が健康を守る鍵。

異常がないうちに健診を。

アルコールの悪影響を防ぐには、適

正な飲酒を意識することが大切です。

一般的に、1日の純アルコール摂取量

は男性20g、 女性 10g程度までがリス

クの少ない範囲とされています。目安と

して、ビール500ml、 日本酒1合が20g

断酒が必要

ローリスク飲酒へ

飲酒行動を変容

(節酒)させる

ことが必要

懺Ⅲ堅VI帯〈岬,il
ローリスク飲酒

に相当しますが、高齢者はアルコール

の分解速度が遅くなるため、さらに控え

ることが望まれます。また、定期的な健

診を受けることも重要です。アルコール

性疾患は自覚症状がないまま進行する

ことが多く、早期発見が健康を守る鍵

となります。「異常を感じてから」ではな

く、「異常がないうちに」健診を受けるこ

とを習慣にしましょう。

§
●ビール (5%)ロング缶 1本

(500ml)

。日本酒…  司合 (180ml)
。ウイスキー  ダブル1杯

(60ml)

●焼酉寸(25度 )グラス1/2杯
(100ml)

0ワイン    グラス2オ不耳昂
(200ml)

●チューハイ 缶 1本
(70/O)    (350ml)

入浴がもたらす健康維持に

重要な7つの作用。

入浴には「温熱・浮力・水圧・清浄・

粘性 (抵抗性 )・ 香り。開放」の7つの

作用があり、これらが相互に働きかける

ことで、心身の健康に良い影響を与え

ます。温熱作用によって血行が促進さ

れ、新陳代謝が向上。浮力の作用で身

体が軽くなり、関節への負担が軽減さ

れます。さらに、水圧による適度な刺激

がむくみを解消し、清浄作用で肌を清

潔に保ちます。水の粘性によ
',ス
トレッ

チ効果が高まり、香りのリラックス作用

や入浴中の開放感が心を落ち着かせ

ます。毎日の入浴は、脳卒中や心疾患

のリスクを軽減し、糖尿病のコント回―

ルにも良い影響を与えるとされ、健康維

持において重要な役割を果たします。

総合診療科部長・

日本温泉気候物理医学会 温泉療法医

自井量久

適切な温度と時間、水分補給を

心がけ安全な入浴を。

入浴の健康効果を最大限得るため

には、適切な温度と時間を守ることが

重要です。理想的なのは40度のお湯

に首まで10分浸かること。これにより、

体の芯から温まり、血行が促進されま

す。一方、42度以上の熱湯は交感神

経を刺激し、血圧が急上昇する可能性

があるため注意が必要です。

また、入浴前後にはコップ2杯ずつ

入浴は、ただ体を清潔にするだけでな

く、健康を維持し、心身を肇えるための大

切な習慣です。湯船に浸かることで血行

が促進され、筋肉がほぐれ、ストレスの軽

減にもつながります。シャワーだけでは得

られないこれらの効果を、ぜひ日々 の入浴

に活かしましょう。さらに、好きな入浴剤や

アロマを取り入れることで、リラックス効果

を高め、自分に合った入浴時間を楽しむ

(合計で約800ml)の水分補給を行

い、脱水を防ぎましょう。特にアルコー

ルは利尿作用があり、血管内の脱水を

引き起こすため、入浴前の摂取は避け

るべきです。さらに、高齢者や心疾患の

おる方はみぞおちまでの半身浴を推奨

し、長時間の入浴を控えることが大切

です。冬場は脱衣所と,谷室の温度差が

ヒートショックを引き起こすため、脱衣所

の温度を22～23度に保つと良いでしょ

う。安全で快適な入浴習慣を身につけ

ることで、健康維持につながります。

ことができます。入浴は、単なる日常習慣

ではなく、生活の質 (QOL)を 向上させる

時間でもあります。家族との団らんや、温

泉旅行、ゆっくりと自分と向き合うひととき

としても活用できます。正しい入浴法を意

識しながら、自分に合ったスタイルで楽し

み、心も身体も健やかに保ちましょう。

依存症を頂点にしたアルコールの(有害な)使用 純アルコール20sに
相当するお

'酉
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適正飲酒を心がけ、健康な体を守るために。

画像提供 :PIXTA

シャワーでは得られない、入浴がもたらす本当の健康メリット。

アルコールは、おなかの病気だけでな

く、脳や心臓など全身に影響を及ばしま

す。アルコールの害を防ぐためには、まず

正しい知識を身につけることが大切です。

そして、日々 の飲酒量を適正に管理し、飲

みすぎを防ぎましょう。特に高齢の方は、

若い頃と同じような飲み方は危険です。

アルコールの分解能力は加齢とともに低

下し、少量でも影響を受けやすくなります。

また、飲酒と喫煙を併用すると、がんのリ

スクが大幅に上昇することも忘れてはい

けません。さらに、定期的な検診を受ける

ことで、肝臓や膵臓の異常を早期に発見

できます。自分自身の健康のため、そして

大切な家族のために、今一度、お酒との

付き合い方を見直してみましょう。

健康管理の
コンは?もっと

知りたぃ!
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治療・ケア・

支援

Message Message

田 運動のススメ①  l日 20分のウォーキングで健康維持を心がけましょう。 田 運動のススメ②  軽い運動でも継続が健康への近道です。
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耳鼻咽喉科 田中 史子 ゞ  (

(耳鼻咽喉科部長)

生活に直結する感覚器を診る耳鼻咽喉科。

皆さんの健康を支えます。

このたび、2024年 10月から、当院の耳鼻l因喉科に赴任した田中史子と申

します。これまで大学病院や市民病院で診療を行い、「めまい」や「補聴器相

談」を専門として経験を積んできました。

耳鼻lttl喉科は、耳・鼻・喉・首をはじめ、聴覚・嗅覚・味覚・疎下など、生活に直結する感

覚器を診る診療科です。地域の皆さんが「どこにオロ談すればよいかわからない」と思われる

症状も、実は耳鼻l区喉科で診ることができるケースが多くあ
',ま
す。少しでも気になることが

あれば、お気軽にご相談ください。特に「めまい」は耳や自律神経、脳など原因が多岐にわ

たります。適切な診察・検査を行うことで、症状の原因

を明らかにし、最適な治療につなげることができます。ま

た、補聴器の相談も承っており、ご高齢の方の聴力低

下に関するお悩みにも対応します。患者さんのお困りご

とを丁寧にお聞きし、安心して診察を受けていただける

よう努めてまい
',ま
す。どうぞよろしくお願いいたします。

糖尿病治療に精通したスタッフが

じつくりと患者さんのお話を伺い

一人ひとりに最適なケアを提案します。

愛知県豊田市にあるイトウ内科クリニックは、糖尿病診療を専門

に、患者さん一人ひとりに寄り添う医療を提供しています。当院には

糖尿病専門医2名、糖尿病看護認定看護師1名、日本糖尿病療

養指導±10名、腎臓病療養指導±1名が在籍しており、個々の治

療計画を慎重に検討。患者さんの話を1対 1でじっくり聴き、その人

に最適なケアを提案します。また、甲状腺疾患の治療にも注力して

います。さらに、採血検査やエコー検査は即日結果が出るため、迅速

に対応することが可能です。「明るく、強く、親切に糖尿病患者さん

を支える」をポリシーに、患者さん一人ひとりの健康を全力でサポート

していますので、ぜひお気軽にご相談ください。

イトウ内科クリニック 外観

医療法人ころも会 イトウ内科クリニック

〒471‐0875愛知県豊田市下市場町6‐ 1

“

0565‐33‐0505

亜 https://itonaika‐clinic.com/

みまし市民病院を支える

鬱
パ チーム紹介
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感染管理認定看護師が活躍。

感染対策のプロが支え、チームで守る。

みよし市民病院では、安全な医療環境の提供を目的に、

2024年4月に感染管理チーム(ICT)を発足しました。医師、

看護師、薬剤師、検査技師、事務職など多職種が連携し、定

期的な環境ラウンドや月例会議を実施。院内感染リスクの低

減に向け、科学的根拠に基づく対策を徹底し、医療の安全

性向上に努めています。

特に、2024年に感染管理認定看護師の資格を取得した

新西美奈子看護師が中心となり、感染対策の指導や職員

教育を強化。相談窓口を設置し、職員からの問い合わせに

対応するほか、手指衛生、個人防護具(PPE)の着脱、環境

管理の実践指導を通じて、感染対策の質を向上させていま

す。さらに、耐性菌対策や抗菌薬適正使用の管理にも携わ

り、ICTチームが感染制御の中核を担う体制を整備。職員が

主体的に取り組めるよう役割分担を明確化し、継続的な感

染管理の改善を推進しています。

当院では、感染管理はすべての医療従事者が担うべき重

要な責務だと考えています。今後も、確実で効果的な感染対

策を実践し、患者さんが安心して治療を受けられる環境の維

持に努めてまいります。
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耳鼻咽喉科にまつわる質問に私がお答えします !

CI睡眠時無呼吸症候群の検査は自宅でも受けられますか?

自宅でできる簡易検査があります。専用の検査機器を貸し出し、ご自宅で一晩装着して測定する方法です。より詳

しい検査が必要な場合は、病院での精密検査を行うこともあ
'サ

ます。まずは耳鼻Π因喉科にご相談ください。

Ci補聴器相談医について
教えてください。

〆〆
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耳鼻咽喉科で診てもらえますか?。
CI飲み込みにくさ(疎下障害)は

いびき。聞こえ・飲み込みの悩みも解決 !

耳鼻咽喉科でできることQ&A

耳鼻咽喉科部長

田中史子

認定する資格で、補聴器の適切なフィッティングや、

難聴の診断・治療を行う医師のことです。耳鼻咽喉

科の専門医が、患者さんの聴力や生活環境に合わ

せた補聴器の選択・調整をサポートします。

ノ転補聴器相談医とは、日本耳

鼻Π因喉科頭頸部外科学会が

の方では、疎下機能の低下による誤疎性肺炎のリスクがあ

るため、早めの対応が重要です。飲み込みにくさを感じたら、

疎下機能検査やリハビリの相談が可能ですので、お気軽に

ご相談ください。             画像提供:PIXTA

擦抵耳鼻Π因喉科では疎下 (飲み込み)

機能の診療も行っていまずど特に高齢

TOPECS
●

新潟大学医学吉Б卒業。名古屋市

立大学大学院では、めまいを専門に

研究し博士課程を取得。京都大学

医学部附属病院、大阪赤十字病

院、名古屋市立大学病院などの勤

務を経て、2024年 10月より現職。

資格 。所属学会 ……………………

日本耳鼻 l区 喉科頭頸部外科学会

耳鼻Π因喉科専門医・補聴器相談

医、日本めまい平衡医学会 めまい

相談医

Profile

一垂
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仏闊 牌イトウ肉科クリニック連携病院・診療所紹介

Our Partner

感染管理チーム(ICT)

運動のススメ①  適度な運動はストレス解消にも効果的です。 田 運動のススメ①  運動前の軽いストレッチでけがを予防しましょう。


